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条
件
下
に
成
立
し
た
歴
史
的
事
実
の
正
確
な
把
握
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

は
な
ら
な
い
。
本
書
の
詳
細
な
資
料
調
査
・
実
地
踏
査
は
そ
う
し
た
著

者
の
姿
勢
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
全
体
と
し
て
見
る
と

き
断
片
的
事
実
の
集
積
に
と
ど
ま
っ
て
、
そ
れ
を
歴
史
的
に
通
観
し
統

合
す
る
側
面
が
や
や
不
足
し
て
い
る
嫌
い
は
な
い
か
。
明
治
十
年
代
の

諸
制
度
揺
藍
期
に
、
学
制
・
軍
制
・
医
療
制
度
が
ど
の
よ
う
に
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
か
、
そ
し
て
そ
の
社
会
全
体
の
枠
組
の
中
で
個
人
は
い
か

に
規
定
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
っ
た
視
点
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

さ
す
れ
ば
日
乗
は
さ
ら
に
立
体
感
を
増
し
た
の
で
は
な
い
か
。
日
頃
私

自
身
区
々
た
る
調
査
に
汲
々
と
し
て
い
る
の
で
、
自
戒
の
意
を
こ
め
て

敢
え
て
一
言
す
る
。

第
三
に
、
小
島
憲
之
氏
は
日
本
漢
詩
文
研
究
の
権
威
で
あ
り
、
特
に

平
安
朝
の
漢
詩
文
を
専
攻
し
、
日
本
上
代
・
中
古
文
学
と
中
国
中
世
（
六

朝
～
唐
末
）
文
学
と
の
比
較
研
究
に
一
時
代
を
画
し
た
が
、
江
戸
・
明
治

の
漢
詩
文
と
中
国
近
世
文
学
に
も
精
通
し
、
鴎
外
文
学
に
も
高
い
関
心

を
示
し
、
鴎
外
語
彙
が
中
国
近
世
俗
語
小
説
や
日
本
近
世
漢
詩
文
の
強

い
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
書
の
漢
詩
の
語
釈
に
み
る
綿

密
な
用
語
例
の
提
示
は
、
作
者
の
用
語
の
典
拠
を
確
定
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
創
作
意
図
に
即
し
た
厳
密
な
解
釈
を
施
し
、
且
つ
読
書
範
囲
・

傾
向
を
知
り
そ
の
言
語
世
界
に
迫
ろ
う
と
す
る
小
島
氏
の
手
法
を
う
け

つ
ぎ
、
本
書
の
一
大
特
色
を
な
す
。

最
後
に
、
著
者
は
現
在
、
『
後
北
滞
日
乗
」
（
明
治
十
五
年
九
月
二
十
七

日
～
十
六
年
二
月
七
日
）
の
注
釈
に
着
手
し
、
そ
の
第
一
報
弓
後
北
浦
日

乗
」
の
漢
詩
①
Ｉ
旅
立
ち
前
後
の
詩
Ｉ
」
二
鴎
外
」
六
四
、
平
成
十

山
田
慶
兒
著

「
中
国
医
学
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
た
か
」

著
者
、
山
田
慶
兒
氏
は
、
京
大
人
文
科
学
研
究
所
の
中
国
科
学
史
班
、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
私
の
恩
師
で
あ
る
。
山
田
先
生
は

京
大
理
学
部
天
文
学
科
の
御
出
身
で
、
広
汎
な
科
学
史
に
取
り
組
ま
れ
、

『
朱
子
の
自
然
学
』
「
混
沌
の
海
へ
ｌ
中
国
的
思
考
の
構
造
』
『
夜
鳴
く

烏
ｌ
医
学
、
呪
術
・
伝
説
」
『
授
時
暦
の
道
」
「
科
学
と
技
術
の
近
代
」

『
制
作
す
る
行
為
と
し
て
の
技
術
」
『
本
草
の
夢
と
錬
金
術
と
」
「
黒
い

言
葉
の
空
間
ｌ
三
浦
梅
園
の
自
然
哲
学
」
『
復
元
水
運
儀
象
台
』
、
共
同

研
究
の
編
著
と
し
て
は
、
『
歴
史
の
中
の
病
と
医
学
」
な
ど
多
数
の
御
著

書
が
あ
る
。

一
九
九
七
年
日
文
研
を
定
年
退
官
さ
れ
て
、
過
去
四
十
年
間
の
中
国

医
学
に
関
す
る
研
究
、
文
献
の
読
み
こ
み
の
成
果
を
一
本
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
こ
れ
が
間
も
な
く
上
梓
さ
れ
る
「
中
国
医
学
の
起
原
」
で
あ
る
。

「
中
学
医
学
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
た
か
」
と
い
う
今
回
の
出
版
は
、
い

う
な
れ
ば
、
ダ
イ
ゼ
ス
ト
版
で
あ
る
。
し
か
し
単
な
る
ダ
イ
ゼ
ス
ト
で

は
な
く
、
強
調
す
べ
き
点
は
、
強
烈
な
筆
致
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
著

一
年
一
月
）
を
す
で
に
発
表
し
て
い
る
。
著
者
の
弛
ま
ぬ
精
進
に
称
賛
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
近
い
将
来
の
完
結
を
期
待
し
た
い
。

（
町
泉
寿
郎
）

〔
審
美
社
叩
一
丁
川
‐
岬
東
京
都
文
京
区
本
郷
五
’
一
’
五
、
電
話
○
一
二
－
一
二

八
一
五
’
四
一
五
三
、
平
成
十
一
年
二
月
十
日
、
四
六
判
、
二
三
六
頁
、

本
体
三
、
○
○
○
円
〕
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者
が
個
人
で
又
、
共
同
研
究
で
読
み
こ
ま
れ
た
成
果
が
、
は
っ
き
り
と

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
初
め
て
接
せ
ら
れ
る
人
に
は
、
や
や
難
解
な
点

も
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
長
年
古
典
に
取
り
く
ん
で
こ
ら
れ
た
方

に
は
、
画
期
的
な
新
鮮
な
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
国

医
学
は
戦
国
時
代
に
誕
生
し
、
後
漢
末
ま
で
の
五
百
年
の
間
に
理
論
と

技
術
が
で
き
上
り
、
独
自
の
医
学
の
形
を
つ
く
り
上
げ
た
。
航
空
機
に

た
と
え
る
と
、
戦
国
は
離
陸
期
、
漢
代
は
急
上
昇
期
で
あ
り
、
魏
晋
時

代
に
安
定
飛
行
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
人
び
と
は
、
古
典
の
中

に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
風
景
を
見
て
き
た
。

そ
の
内
容
は
、
一
、
医
学
の
歴
史
の
は
じ
ま
り
経
験
起
原
説
か
、

文
化
英
雄
に
よ
る
創
作
か
、
聖
人
か
、
准
南
子
（
Ｂ
Ｃ
一
二
○
）
の
中
の

神
農
か
（
神
農
は
三
皇
「
伏
犠
、
女
蝸
、
神
農
」
の
一
人
で
あ
る
）
、
黄
帝
か

（
黄
帝
は
五
帝
「
黄
帝
、
纈
碩
、
帝
譽
、
堯
、
舜
」
の
一
人
で
あ
る
）
。

二
、
亀
甲
や
獣
骨
に
刻
み
つ
け
た
文
字
で
あ
る
甲
骨
文
を
読
む
。
段

の
時
代
の
人
が
占
っ
て
神
意
を
問
い
、
亀
甲
や
獣
骨
に
刻
み
、
そ
れ
を

灼
く
と
縦
に
一
本
の
深
い
亀
裂
が
、
横
に
多
く
の
細
い
亀
裂
が
走
る
。

そ
の
亀
裂
の
走
り
方
を
見
て
占
う
の
で
あ
る
。
こ
の
走
り
方
を
見
て
占

う
の
は
王
で
あ
る
。
王
が
占
っ
た
こ
と
ば
を
問
い
の
あ
と
に
刻
む
。
後

に
実
際
に
お
こ
っ
た
結
果
を
し
た
た
め
た
文
字
を
つ
け
加
え
る
。

三
、
春
秋
左
氏
伝
（
Ｂ
Ｃ
三
八
六
ご
ろ
）
に
は
、
春
秋
時
代
の
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
に
●
は
病
気
を
気
の
渋
滞
や
閉
塞
と
み

な
す
考
え
方
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
自
然
環
境
か
ら
病
気
が
発
生
す

る
と
い
う
考
え
方
も
で
て
き
て
い
る
。
ま
た
脈
の
拍
動
の
異
常
に
注
目

し
て
き
た
。
「
病
膏
盲
に
入
る
」
と
い
う
言
葉
も
で
て
く
る
。
気
の
概
念

が
で
て
き
た
。

四
、
出
土
医
書
一
九
七
三
年
、
馬
王
堆
三
号
漢
墓
か
ら
、
足
臂
十

一
脈
灸
経
な
ど
が
出
土
し
た
。
大
体
Ｂ
Ｃ
二
○
○
前
後
の
写
本
で
あ
っ

て
、
著
作
年
代
は
戦
国
後
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
中
に
は
灸
療
法

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
鍼
療
法
の
記
載
は
な
い
。
ま
た
、
経
脈
の

祖
系
が
で
て
く
る
。

五
、
「
史
記
」
扁
鵲
倉
公
列
伝
前
漢
の
司
馬
遷
の
著
し
た
「
史
記
」

に
は
、
扁
鵲
と
倉
公
の
伝
記
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
扁
鵲
は
春
秋
戦
国

時
代
の
過
歴
医
を
象
徴
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
倉
公
は
、
淳
干
意
が
本

名
で
、
Ｂ
Ｃ
一
八
○
年
陽
慶
か
ら
脈
書
、
色
診
法
を
授
か
る
。
後
に
世

界
最
初
と
い
え
る
診
療
カ
ル
テ
「
診
籍
」
を
つ
く
っ
た
。
ま
た
六
人
の

弟
子
を
数
え
た
。

六
、
黄
帝
内
経
「
漢
書
』
芸
文
志
で
は
、
医
書
が
方
技
略
に
入
れ
ら

れ
、
医
経
、
経
方
、
房
中
、
神
僖
の
四
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

医
経
の
中
に
『
黄
帝
内
経
』
十
八
巻
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
黄
帝
学
派

の
最
初
の
世
代
が
著
作
活
動
を
は
じ
め
た
の
は
前
漢
の
半
ば
ご
ろ
と
推

定
さ
れ
る
。
し
か
し
現
存
す
る
「
黄
帝
内
経
」
は
、
そ
の
七
○
～
八
○

％
は
後
漢
の
初
め
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
山
田
先
生
は
『
素

問
」
の
問
答
形
式
か
ら
年
代
順
に
黄
帝
派
、
小
師
派
、
伯
高
派
、
少
諒

派
、
岐
伯
派
に
分
け
ら
れ
た
。
「
素
問
」
『
霊
枢
」
は
鍼
療
法
を
主
体
と

し
た
書
物
で
あ
る
。

七
、
神
農
本
草
経
本
草
と
い
う
名
が
記
録
に
出
る
の
は
Ｂ
Ｃ
三
十

一
年
で
あ
る
。
『
漢
書
』
に
は
、
こ
の
年
、
都
の
長
安
に
集
ま
っ
て
い
た

本
草
待
詔
を
帰
郷
さ
せ
た
。
と
あ
る
。
陶
弘
景
（
Ａ
Ｄ
四
五
二
’
五
三
六
）
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が
『
神
農
本
草
経
集
注
』
を
完
成
さ
せ
た
。

八
、
難
経
『
傷
寒
雑
病
論
」
の
張
仲
景
の
序
文
の
中
に
「
八
十
一
難
」

の
名
前
が
で
て
く
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
著
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
『
内
経
」
の
中
の
鍼
法
の
部
分
を
体
系
的
に
集
約
化
し
た
も
の
で

あ
る
。九
、
傷
寒
論
実
在
し
た
個
人
の
名
を
著
者
と
し
た
最
初
の
医
書
と

い
え
る
。
張
仲
景
に
よ
り
中
国
医
学
は
確
立
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し

そ
の
風
景
は
ま
こ
と
に
種
々
雑
多
で
あ
る
。

十
、
魏
晋
南
北
朝
陪
唐
の
医
書
王
叔
和
の
『
脈
経
」
と
、
皇
甫
諦

の
『
鍼
灸
甲
乙
経
」
が
漢
代
の
医
家
の
綜
合
、
再
編
と
し
て
あ
ら
わ
れ

た
。
唐
代
に
は
『
千
金
方
』
『
外
台
秘
要
」
が
あ
ら
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
山
田
先
生
独
自
の
解
釈
が
述
べ
ら
れ
て
い

て
興
味
津
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

膨
大
な
内
容
の
医
書
に
没
入
し
て
い
る
時
、
時
に
眼
を
あ
げ
て
、
こ

の
書
を
ひ
も
と
け
ば
、
一
つ
の
羅
針
盤
の
よ
う
な
役
目
を
提
供
す
る
か

も
知
れ
な
い
。

（
高
島
文
一
）

〔
岩
波
書
店
”
東
京
都
千
代
田
区
一
ッ
橋
二
’
五
’
五
、
電
話
○
三
’
五

二
一
○
’
四
○
○
○
、
平
成
十
一
年
一
月
、
岩
波
新
書
、
二
○
七
頁
、
本

体
六
六
○
円
〕

特別展西洋重要古医学害100冊
（二宮陸雄所蔵本および東京大学所蔵本）

主催･会場車車プくこご学匡三季匡I害食官

平成11年10月4日(月)-10日（日).10時より6時(入場無料）

●

今年はジェンナー牛痘種痘到来150年､お玉ヶ池種痘所がやがて新政

府の大学東校になって130年になります｡これを期に二宮陸雄所蔵本
に東京大学の所蔵本を加えて展示します。展示古書はヴェサリウス

の『人体構造論｣､ヒポクラテス、ガレノス､ケルスス､デイオスコリデス、

ハーヴェイ、ファロピオ、マルピギー、パレ､パラケルスス、デカルト、

ブールハーフ、ウイリス、エウスタキオ誠パストゥール､ベルナール、

フィルヒョウ、シャルコー、ブロカ、ピネル､フロイト、ナイチンゲール

の著書､ワトソン・クリックの二重螺旋論文などを含み､医学部の発端
となった種痘所関連の貴重な古史料や日本の世界古地図も展示します。


